
 

 

                              

 

 

 

 

  

「2022年 3月ダイヤ改正等について」等に関する申し入れ 

安全・安定輸送に向け、継続して検証してきましょう！ 

発信者》ＪＲＥＵ 

仙台地本業務部 / 湯ノ目                         

〒983-0852 

仙台市宮城野区榴岡１－４－３ 

TEL 022-297-0155 

FAX  022-291-3070  
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FAX  031-3980 

２０２２年 ３月 １０日 

（５項）乗泊のリネンの扱いを乗務員等が行うことによって、どの程度経費の節減など出来たのか明らかにすること。 

（回答）寝具リネン等の取り扱いについては、一定の効果があったと認識している。 

【ポイント】 

・仙台支社乗務員関係で 1300万円の効果があったと認識している。 

・水戸地本組合員の要望を受け、かけ布団用シーツも敷布団用シーツと同様に長めのシーツすることを求めてい

ます。（長物シーツ 2枚へ） 

 

（６項）コロナ禍も踏まえ在来線便乗時の乗車位置変更を中間運転台などに変更すること。 

（回答）必要な対応は実施していく考えである。 

【ポイント】 

・基本は先頭運転台で指差喚呼を行うが検討の余地はある。通達の予定がある。（※後日、通達あり） 

→現行で、便乗者が多い場合は本務運転士に一言言って中間や最後部運転台に便乗可能。 

 

（７項）山形新幹線全席指定席化に伴い、通勤時の取り扱いなどについて明らかにすること。 

（回答）就業規則等に則り取り扱うこととなる。 

・つばさ…代用証から社用（新ジンジャー延期でも確認）…本部申し入れにもある。やまびこでも使用可にすべき。 

【ポイント】 

・フレックス定期券で､新庄〜福島間は空いている席は利用可能。東北新幹線では、福島〜郡山もつばさ(全席指

定)をフレックス定期券で空いている席は利用可能。(お客さまと同様。指定を取りたい場合は､特急券含め全

額。) 

 

（30項）乗務員の業務等の見直しについても踏まえ行路を作成した結果、どの程度働きやすさが向上したのか明ら

かにすること。 

（回答）乗務員の行路作成にあたっては、効率性と働きやすさについて総合的に勘案し、乗務割交番作成規定に

基づき作成しているところである。 

【ポイント】 

・「乗務員の業務等の見直しについて」に関して「必要な労働時間は確保している。」 

・手歯止め作業等は付加時間に含まれていて、業務に必要な労働時間は確保している。 

・組成点検箇所【車掌組成点検の基本】 

・室内灯 ・車掌 SW ・放送装置 ・後部標識 ・列番、行先 ・無線、車内連絡ブザー 

   …中間運転台には行けないので、発車してから出来るところで確認する。 

（周知方法はダイヤ改正会議、足並み状態は確認する。） 

 

※詳細・各職場項目については、各支部にメールしました。ご確認下さい。不明な点は連絡を下さい。 


